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が増す。心の通い合いは、弁論大会や日本語フェスタ等、幅広い層の観客との間でも発生する。

ワイドショーの出演や新聞取材で賑わう。その分、人員も必要となり、受け入れ機関、協力機

関の多大なサポートに心打たれる。コンサートでは、大学生らとの成果発表も必須と企画した

「春の海」の共演も成功し、盛り上がる。

　改めて文化交流に思いを馳せる。互いに芽生える「知りたい」気持ちが「認め合う」に育ま

れた時に、真の交流が生まれる。そして、他者を尊重し、また、違いを自覚した時に「誇る自分、

自国」も双方に宿るであろう。決して経済的に恵まれているとは言えない近隣アジアの同胞に

対し、我が国は更なる目を向け積極的な交流を図るべきと感じる。また、昨年末に問題提議さ

れていた、文化庁と国際交流基金等機関との重複事業という見解について、文化交流使を経験

した者として政府には理解を求めたい。国内外に特別な知識と視野を持つ双方が、利点を生か

し合いながら協力して日本の文化芸術を発信することは正しいと考える。文化庁はじめ、準備

を含めて長い工程に携わってくださった全ての人に感謝申し上げる。

現地学生と「春の海」共演「さくら」を指導する
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■活 動 国：英国、アイルランド、オランダ、ベルギー

■活動期間：平成 21 年 9 月 14 日〜平成 21 年 10 月 29 日

■活動概要：
　私が新内 * の後継の危機を感じ、その伝承継承と宣伝普及に活動を始めてから 30 有余年にな

ります。日本各地はもとより世界 20 数カ国の 50 数都市を回っていますが、英国には上陸の機

会はありませんでした。昨年知人の紹介でロンドン大学で公演をしないかとの誘いがあり、そ

の準備をしていた時期に文化庁から文化交流使のお話がありました。タイミングよく即座に英

国に決定したのでした。

　今までの海外活動と同様に，此の度の活動も①新内演奏②ワークショップ③レクチャーの 3

本柱で行いました。新内は浄瑠璃の一派でその中でも特に語りが主ですので、言葉の壁もあり

短時間で語りを覚てもらうのは不可能に近いため、三味線のワークショップが主となりました。

　学校では、40 人前後の生徒に 3 時間程度の三味線指導をしましたが、曲を弾くことは無理で

すので、日本の楽器に触れてもらい、少しでも日本伝統音楽を理解していただき、交流と親睦

のお役になればと思い、日本から稽古用三味線を三丁送りました。

　それと我々の本番用の三味線 2 丁を持参し、文化交流使は単独の渡航ですので私一人の行動

となりますが、その都度 5 丁の三味線を組み立て且つ多くの生徒に教えたり、三味線一式と衣

裳や旅行用品を持ち歩くのには一人では不可能です。渡航先では移動にレンタカーを使用し、

英国、アイルランドを北から南まで約 4 千㎞で走りましたが、これも私一人では倒れてしまう

ので、諸々の理由から弟子一人を随行させました。その上、応援に弟子が二人（一人は米国人）

が自費で参加してくれて大いに助かりました。

　訪問校は右記の如くですが、小学校では主に三味線のワークショップ、大学では主にレク

チャーとパフォーマンスを実施しました。浄瑠璃には英語のテロップを表示し、大変熱心に清

聴して、内容も理解して感動して頂き両国の交流も深まったと感じました。

* 新内（新内節）：三味線を伴奏とする浄瑠璃（語り物音楽）の一つ。

● 9 月 19 日　ロンドン（UK）　日本祭り出演　（ロンドン日本人会主催）

● 9 月 21 日　ポーツマス（UK）　小学校でのワークショップ	 参加者	 40 名

● 9 月 22 日　イーストボーン（UK）　小学校でのワークショップ　	 参加者	 40 名

● 9 月 25 日　ダブリン（北アイルランド）

　　　　　　ナショナルギャラリーでデモンストレーション	 参加者	 30 名

　　　　　　全国放送の TV 出演

　　　　　　チェスターベティライブラリーでの演奏会	 参加者	 150 名

● 9 月 27 日　ベルファースト（北アイルランド）

　　　　　　日本協会主催の演奏会及びレクチャー　 参加者	 100 名

● 9 月 29 日　コーク（アイルランド）　コーク大学　での演奏会	 参加者	 200 名

● 10 月 4 日　ユトレヒト（オランダ）　RASA 劇場での演奏会	 参加者	 30 名

● 10 月 6 日　ブリュッセル（ベルギー）　ブリュッセル大学での演奏会	 参加者	 200 名

● 10 月 9 日　Cambs（UK）　小学校でのワークショップ	 参加者	 40 名

鶴賀若狭掾 （重要無形文化財「新内節浄瑠璃」（各個認定）保持者）

江戸の浄瑠璃＝新内  伝統の国・イギリスに上陸
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江戸の浄瑠璃＝新内  伝統の国・イギリスに上陸

● 10 月 10 日　ケンブリッジ（UK）　嘉悦学院ケンブリッジ校での演奏及びレクチャー 	 参加者	 50 名

● 10 月 13 日　ロンドン (UK)　ロンドン大学 SOAS での演奏会	 参加者	 300 名

● 10 月 14 日　BBC 記者によるインタビュー

● 10 月 15 日　ロンドン (UK)　ロンドン大学　ゴールドスミスカレッジ　

　　　　　　　　　ワークショップ（音大生）	 参加者	 10 名

　　　　　　　　　Council Chamber Deptford Town Halll

　　　　　　　　　ゴールドスミスカレッジ主催演奏会	 参加者	 60 名

● 10 月 16 日　Chesham(UK)　ヘリテージハウススクールでのワークショップ	 参加者	 50 名

● 10 月 19 日（午前中）　ダーラム（UK）　　小学校でのワークショップ	 参加者	 50 名

● 10 月 19 日（午後）　　ダーラム (UK)　小学校でのワークショップ	 参加者	 50 名

● 10 月 20 日（午前中）　ダーラム (UK)　小学校でのワークショップ	 参加者	 50 名

● 10 月 20 日（午後）　　エジンバラ（スコットランド）　エンジンバラ総領事公邸での演奏会

● 10 月 21 日　エジンバラ（スコットランド）　エジンバラ大学での演奏会	 参加者	 150 名

● 10 月 24 日　ロンドン（UK）　日本語補修校でのワークショップ	 参加者	 100 名

総参加数：約 1,700 名

学校でのワークショップロンドン大学 SOAS での公演
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■活 動 国：フィリピン、中国、フランス、ドイツ、英国

■活動期間：平成 21 年 8 月 1 日〜平成 22 年 1 月 31 日

■活動概要：
　平成 21 年 8 月 1 日（土）沖縄を出発し、フィリピン（2 週間）、中国（2 か月半）、フランス（2

か月半）、途中、ドイツのケルンでも活動をし、英国（2 週間）を経て平成 22 年 1 月 31 日に無

事帰国した。期間は、丁度半年、184 日の文化交流活動であった。その間、実演 26 回、実技

指導 76 回、講演 10 回，講義 5 回、情報交換 12 回、ワークショップ 17 回、活動に関する打合

せ 36 回、計 182 回の諸活動を実施した。私の計画として前半の 3 カ月（フィリピンと中国）は、

感謝と報恩の活動期間とし、後半の 3 カ月は、歌三線の新たな開拓の活動と位置づけた。その

結果、前半のフィリピン、中国（福州）は、歴史的にも沖縄と深い関係があり、各地で恩返し

の意味の活動をすることが出来た。特に、福州は沖縄の三線の故郷であり、地元の福建師範

大学で 58 時間の授業を担当し、その成果発表も実施することが出来た。一方、フランスでは、

インターネットで募集した 10 名の会員でパリ三線会を立ち上げた。そして、16 回、32 時間の

特訓をしてここでも成果発表を行い、新たな開拓活動は一応成功した。

　更に、英国では、ロンドン三線会と連携し古典音楽の基礎講座を 7 回、14 時間実施した。又、

イギリス人の古典音楽研究家ロビン・トンプソン氏と共演してロンドン大学、オックスフォー

ド大学等で 4 回の演奏会を行った。その際、歌三線だけでなくトンプソン氏の筝曲演奏や胡弓

の伴奏等も入れ、幅広い沖縄音楽の演奏スタイルを紹介した。又、質疑応答の時間を設け双方

向の理解が得られるよう努めた。その結果、オックスフォード大学では 1 時間も活発な質問が

続いた。又、一般対象の演奏会では、楽しいコンサートを心がけ、安里屋ユンタ * やカチャーシー

* を入れて参加者に喜ばれた。去年から今年にかけて欧州各地は、10 数年ぶりの寒波に見舞わ

れた。その為か、フランスやイギリスでも終演後「沖縄から温かい風を送ってきてくれてあり

がとう！」とか「沖縄の歌三線を聞くと辺りの空気まで温かくなり心がいやされる」などと多

くの人から感謝の言葉を聞かされ感動したものである。

* 安里屋ユンタ：沖縄県の八重山諸島に伝わる民謡。

* 沖縄民謡の演奏に合わせて、聴衆や演奏者が、両手を頭上に掲げて左右に振り、足も踏み鳴

らす踊り。

■文化交流使になって得たものは？：
① 友人、知人、家族の有り難さや、人間は一人だけでは生きられない事が本当に分かった。

② 生まれ育った故郷沖縄の素晴らしさを再認識した。（自然、文化、人情、絆、その他）

③ 自己の可能性を広げた。（三線、講演力、パソコン、新聞記事作り、前向きな姿勢）

④ 予想外の事態時のプラス思考、即断、即決、即行動へのスピード感が増した。（自己への信

頼感）

⑤ 5 カ国の海外生活を通して、社会を見る目人間を見る視野が広がった。

⑥ 世界各地に多くの知人、友人ができて、今後の人生をより豊かにしてくれるだろう。

⑦ 多くの人に支えられた旅を通して、感謝の心、他人への思いやりの心が一層増してきた。

喜瀬慎仁 （三線奏者）

文化交流使の任務を終えて
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文化交流使の任務を終えて

■活動を通じて良かった点と反省点：
① 体調の維持に細心の注意を払ったので、1 度も風邪をひいたり発熱したりはしなかった。

② 予定された全日程の文化交流活動を意欲的に全てこなすことができた。

③ 反省点は、事前の諸準備が不足していた。特に語学力の養成、今後の文化交流使にとって

英語力は不可欠であろう。外国での携帯電話の使い方、現金の引き出し方、地下鉄の乗り

降りなどの学習。

■その他：
①最も苦心した事は、体調（ノド）の維持と孤独との戦いであった。（世界的インフルエンザ

の流行）

②パソコンのお陰で寂しい一人暮らしに耐えられた。（友人、知人、家族とのメールやスカイ

プ利用）

③友人や家族が激励を兼ねて、中国とフランスに来てくれて大変有り難かった。

④新聞掲載が地元二紙で 12 回、沖縄市広報で 1 回、文化庁月報 1 回、外国紙 5 回、テレビ取材

1 回、インターネット掲載 5 回、合計 25 回、各種メディアでその活動が取り上げられた。

⑤ 私を支えて下さった全ての方々と、チャンスを下さった文化庁に心からの感謝と御礼を申

し上げたい。

ロンドン最後の演奏会福建師範大学の成果発表を終えて
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■活 動 国：米国、韓国

■活動期間：平成 20 年 7 月 1 日〜平成 21 年 3 月 31 日

■活動概要：
　人類の神話には驚くべき共通のパターンがある。言語の構造もまた共通である。同じように

住まいの構造も基本的には似通っている。神話も言語も住まいも人間の脳や身体の構造によっ

て、あらかじめ規定されているからだ。

　人にとって理想的な空間も突き詰めれば、その広さも形も構造も素材も一つの原型に帰着す

るのではないか？その原型的な空間をユニット化することはできないか？ 

　これが私の文化交流使としての活動の発端である。そのためのコンセプトを考えて、それ

を Nirvana Mini と名付けることにした。Nirvana Mini はとても多機能、多目的な空間であり、

原点への回帰を促す装置である。それはとても狭いが、古今東西の家の基本形をなぞっている。

そして、それは極めて茶室に似た空間になる。

　世界には様々な家や部屋がある。家や部屋もまた、文化や言語と同様、多様性に満ちたものだ。

しかし、それらにはどこか共通点がある。自分の体のサイズに合った小さな部屋、籠って内省

したり、他者と語り合ったり遠い先祖の記憶を呼び戻したりする。茶室もまたそんな機能を持っ

ていた。また、日本人は「場」というものを重んじる。独自の接待文化、対話の文化、関係の

文化は、場に対する強烈な意識の反映だった。人は部屋によっても鍛えられる。快適な家にあ

ぐらをかくというのは実は案外不愉快なものなのだ。快適さとは住む者の創造性によって生ま

れるものである。

　折しも、アメリカはサブプライム・ローンの破綻から、未曾有の大恐慌に突入しようとして

いた。こういう時期だからこそ原点に回帰をうながす文化イベントおよび啓蒙活動が生きる。

大統領選挙のある 11 月 4 日、隈
く ま け ん ご

研吾、團
だんのりひこ

紀彦、竹
たけやませい

山聖の三人の建築家および文化交流使でも

ある茶人千宗屋氏の協力を得て、大学の建築学科の学部長や教授、アメリカの建築家らを対

象にワシントンの日本大使館旧公邸で大規模な展示とプレゼンテーションを行った。Nirvana 

Mini のコンセプトは最初にアイオワ大学のワークショップで試験的に発表し、大いに関心を

呼んだ。その後、建築家らとともに画廊主、雑誌編集者、美術コレクターなどを対象にニュー

ヨーク、ミッドタウンの「Galleria」で、さらには東アジア学科や建築学科の学生を対象にコ

ロンビア大学などでもこの Nirvana Mini のプレゼンテーションを行った。併せて、デザイン・

コンペティションを企画し、その募集も行おうとしたが、恐慌下にあって、スポンサー探しが

うまくいかず、帰国後の課題となった。

　そのほかの主な活動の舞台はニューヨークのコロンビア大学だったが、アイオワ大学のイン

ターナショナル・ライターズ・プログラムやメリーランド大学、ボストン大学などでも日本文

学、日本文化論を講じた。学生、聴衆のレベルにもよるが、おおむね関心の高さを感じた。特

にワシントン DC 周辺（メリーランド）での講演には 200 人近い聴衆が訪れた。大都市よりも

中小都市での啓蒙活動の方が効果は高いのは意外だった。

　日本人がアメリカについて知っているほどアメリカ人は日本を知らない。しかし、近年、文学、

コミックス、ゲーム、野球、食文化を通じて、20 年前と比べ飛躍的に日本文化への関心は高まっ

ている。とりわけサブカルチャーへの全体的関心は高く、それが日本語学習の裾野を広げてい

島田雅彦（作家）

特殊文化の普遍化
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るが、世界的普遍性を持ったコンセプトとそれに基づく造形を発信してゆく必要にも迫られて

いる。日本文学や歴史についての議論はある程度の専門知識を持った研究者らが対象になるが、

一般を対象にした文化啓蒙活動ではサブカルチャーの幅広い教養が助けになる。それは今や世

界的な共通言語にさえなっている。今後は日本から発信された言論がもう少しアメリカのメ

ディアの関心を呼ぶようになればいいが、各分野でマーケティングが浸透しているので、あら

かじめ市場の動向に合わせすぎるきらいがあるので、そこはやりにくい。アメリカの習慣に合

わせすぎると、どうしても日本文化の本質が見失われる危険がある。韓国では逆に日本文化の

模倣が進んでいて、サブカルチャーの歴史を踏まえた講義などが大きな関心を呼んだ。ソウル

では第一回東アジア文学フォーラムが開催されたが、私は日本委員会の代表として、2010 年

に中韓の作家、詩人たちを北九州でもてなす予定である。民主党政権になってから、東アジア

を意識した文化交流はやりやすくなった。

　日本文化紹介、啓蒙の活動にはある程度の慣れが必要で、それは場数を踏むことによって鍛

えられる。英語でのプレゼンテーションを磨き上げること以上に自身のキャラクターを前面に

押し出す必要がある。発表内容よりもサプライズやキャラクターが重視される。

　コミックス同人誌や AV などネットを通じて世界化したジャンルはマスメディアではほとん

ど話題にならないが、その浸透力の強さは映画や文学の比ではない。旧来の活字、印刷メディ

アは二年以内に電子書籍などのデジタル・コンテンツにとって変わられるだろう。日本のサブ

カルチャーがさらなる世界普遍性を獲得するためには「カワイイ」だけでなく、「哲学」や「思

想」も伴っていなければならない。

　活動期間中の主な活動成果は以下の著作にまとめた。最後に参考文献として示しておく。

『極小彼岸 Nirvana　Mini』新潮新年号　2008・12

『徒然草 IN　USA』　新潮新書　2009・7．7

ワシントン日本大使旧公邸の Nirvana Mini 展
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■活 動 国：米国、フランス、ドイツ、メキシコ、スペイン、ベルギー、イタリア

■活動期間：平成 20 年 7 月 31 日〜平成 21 年 6 月 30 日

■活動概要：
　一昨年 7 月末より約一年、ニューヨークを活動の拠点として、広く欧米に日本文化の総合体

ともいうべき茶の湯の普及と啓蒙を促進させるべく様々な活動を展開した。

　能や狂言といった古典芸能と異なり、茶の湯には観客と演者という関係が存在しない。茶会

を催す亭主と、招かれる客があって成り立つ茶の湯は、いうなれば参加型の芸術である。とこ

ろが、近年海外での茶道紹介はもっぱら舞台上であらかじめ配役された亭主と客が疑似茶会を

演じ、その様子を解説付きで客席から鑑賞するデモンストレーション形式をもってなされてき

た。このため茶道も他の演劇同様舞台上で演じられ鑑賞するものといった誤解が広まっていた。

それを解く意味でも、なるべく茶席に客として参加していただき、間近に点前を見、一碗を共

にする喜びを実感していただく機会を一人でも多くの人が持てるように、心を砕いた。

　ニューヨークでの最初の活動は 9 月 8 日、マンハッタンの中心に聳える同地の象徴ロック

フェラーセンターの最上階のレインボールームで行った ｢重陽天空茶会｣ だ。平成 18 年に現

代の生活に根付く茶の湯をとデザインした、洋室でも馴染む椅子テーブルの茶の湯の設え ｢茶

机　天遊卓｣ をもちこみ、あくる日に控えた日本の伝統行事である 9 月 9 日の ｢重陽の節句｣

をテーマに、菊をモチーフにした道具や菓子を用い、季節感がいかに日本文化に大きな影響を

与えているかを紹介した。通常海外で茶会を行う場合は輸送の際の破損などを恐れ日本の本格

的な茶会で用いるような歴史ある道具を用いることは少ないが、本物を感じて頂くため日本で

の茶会と変わらないクオリティーを常に心がけ、時代の名品も細心の注意をもって用いた。

　その後はジャパンソサエティ、アジアソサエティ、日本総領事公邸、神道ファンデーション

など関連諸機関での茶会や講演を重ね、11 月には約 3 週間渡欧。フランス・パリではプチパレ

美術館で開催の ｢相国寺金閣銀閣名宝展｣ に賛同し、同会場にて 2 日連続 200 人の聴衆に対し

茶の湯の歴史と現代に関する講演、献茶のデモンストレーション行い、午後には合計 6 回の茶

会のワークショップを行った。ドイツではフランクフルト、エッセン、ベルリン、デュッセル

ドルフ、ケルンを歴訪。各大使館、総領事館後援のもと現地政財界人、文化人を招いての茶会

を開催、ベルリン東洋美術館では開館以来初めて館蔵品の桃山時代の茶碗を用いて茶会を催し、

参加者に単なる鑑賞を越えた日本美術の本来のあり方を示すことができた。またケルンでは日

本文化会館で 400 人の聴衆を対象に舞台上で現地代表者 2 名を客に据えての点前紹介、茶の湯

の成り立ちと美に関する講演を行った。欧州にはこの後も平成 21 年 2 月と 5 月の 2 度渡航。2

月にはベルギーはブリュッセルで欧州議会の議会場で EU 各国議員を招いての茶会を欧州議会

日本政府代表部の後援のもと行った。再びパリでは各国ユネスコ大使招待の茶会をやはりユネ

スコ日本政府代表部の後援を得て行い、各国の代表にひろく茶の湯の魅力を紹介することが出

来た。また 5 月にはドイツフランクフルトを再度訪問。前年の活動に共感したフランクフルト

市の招へいにより総領事館の協力のもと市庁舎にて茶会を催し、市議会議長はじめ 100 名あま

り参加の市民に講演と点前披露、呈茶を行った。

　いっぽう米国では、4 月中旬ニューヘブン州イェール大学で ｢茶の旅路展｣ と題した在米茶

道愛好家による本格的な茶道具コレクションの展覧会が開催され企画に関わった。また記念の

千　宗屋（茶道武者小路千家）

茶のある暮らしを世界へ
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国際シンポジウムが開催され、日米の研究者に加わり発表やデモンストレーション、茶会を 2

日間にわたり行った。いずれも 400 名の収容のホールがいっぱいの盛況であった。この他 4 月

21 日ニューヨーク・グッゲンハイム美術館でアジアにかかわる現代アメリカ美術の作品の中

で献茶式と茶会を行い美術関係者らを招待。サンフランシスコアジア美術館で開催の日本の永

青文庫による ｢ロード　オブ　サムライ｣ 展の開会式でも献茶式と一般公募による茶会を開催。

いずれもテーマを掘り下げて茶の湯をはじめとする日本文化を紹介する企画で現地での理解が

更なる深まりを見せていることを実感した出来事となった。

　これら大規模かつ公的な催しとは別に、携帯用の茶道具一式を籠めた茶箱をもち歩き、個人

宅などの小さな集まりでもフットワークの軽さを生かしホームパーティの後など参加者を交え

ての即興の茶会を何度も催した。これは最初に述べたとおり単なる見世物や儀式でなく、暮ら

しに根付いた生活文化として本来の茶の湯を体験し、より親しんでもらうために不可欠な活動

であった。

　最後に要望として、文化庁側は交流使の業種や活動の違いに対してもう少し深い理解を示し

細やかな対応を行ってほしかった。そして現地諸機関との連絡をより積極的に行って頂きたい。

これは限られた時間での交流使一人の力では限界がありロスも多いため結果活動そのものに制

約が掛るためである。

イェール大学「茶の旅路展」記念
濃茶デモンストレーション

ニューヨーク・グッゲンハイム美術館での献茶式
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■活 動 国：チェコ、オーストリア、ドイツ

■活動期間：平成 21 年 9 月 24 日〜平成 21 年 10 月 25 日

■活動概要：
　平成 21 年 9 月 24 日から約一か月間、文化庁文化交流使としてヨーロッパで素浄瑠璃公演を

行いました。人形浄瑠璃文楽はユネスコ無形文化遺産にも指定されており日本を代表する古典

芸能の一つです。通常の文楽公演では義太夫節にあわせて人形を操りますが、「素浄瑠璃」と

いうのは、人形はなく義太夫節をお聞かせするもので、義太夫節を語る大夫と三味線のみの演

奏となります。つまり視覚的要素はなく、大夫の声と三味線の音だけでドラマを作りあげなけ

ればなりません。私共は、これまでにも何回かヨーロッパで素浄瑠璃公演を行ってきました。

　今回のメンバーは豊澤富助兄さん（三味線）、豊竹靖大夫さん（大夫）、豊澤龍爾さん（三味線）

と私の四人でした。公演場所はプラハ、ウィーン、ミュンヘン、ケルン、ハンブルク、ダルム

シュタット、シュトゥットガルトの七か所で、計十二回の公演（ワークショップを含む）を行

いました。演目は『菅
すがわらでんじゅてならいかがみ

原伝授手習鑑』の「寺子屋の段」です。内容を簡単にお話しますと、武

部源蔵は主君、菅原道真の子どもの身替りとして、その日たまたま寺子屋に入門した教え子を

殺します。しかし身替りにした子どもは、一見、敵役に見えた松王丸の子どもでした。松王丸

はわざと自分の子どもを身替りにするために、源蔵の寺子屋に入門させたのでした。松王丸は

首実検に来て、切り落とされた我が子の首を見て「菅原道真の子どもの首に間違いない」と言

い切ります。いまは道真と敵対する側に仕えながら、以前に受けた恩を忘れず我が子を犠牲に

する松王丸、教え子を殺す源蔵の葛藤、犠牲となった子どもへの母親らの愛情、主君への恩な

どさまざまな人物と感情が入り混じり、緊迫する場面や劇的な展開を持つ大曲です。幼い子ど

もが大人の事情で犠牲となる内容なので、ヨーロッパの観客にどのように受け入れられるのか

興味もあり、一方では心配でもありました。

　いざプラハを皮切りに素浄瑠璃公演の幕が開いてみると、お客様から沢山の拍手を頂き、反

応はどこも好評でした。ミュンヘンには「カルミナ・プラーナ」で有名なドイツの作曲家カー

ル・オルフゆかりのオルフツェントルーム（オルフセンター）があります。そこでも上演させ

て頂きました。館長トーマス・ルッシュ氏は大変に喜んで下さり、お褒めの言葉を頂戴しまし

た。オルフは「寺子屋の段」を題材にしたオペラ『犠牲』を作っているのです。各地で演奏を

しながら、義太夫節の魅力は海外でもわかって頂けることを実感いたしました。　

　ヨーロッパは陸続きなので車での移動も多く、朝早くから何時間もかけて目的地に着き、そ

の数時間後には舞台に立つような過酷なスケジュールの日もありました。昨年はヨーロッパも

気温が低かったようで、日本の十月に比べてあまりにも寒く乾燥していたため、体調万全とは

いえない公演日もありました。しかし豊澤富助兄さんをはじめ出演者一同協力しあい、舞台に

全力を尽くし、非常に充実した公演だったと思います。ハードな海外公演ではチームワークは

欠かせません。ベルリンでは富助兄さんとラジオ番組にも出演し、日本の義太夫節を紹介しま

した。また忘れられないのは現地の方々のご厚意です。各劇場ではお客様によくわかって頂け

るように字幕を出しましたが、ドイツ語の字幕を作り、通訳はもちろん、日常の細々としたこ

とから運転手まで引き受けて下さったケルン日本文化会館・公演事業担当役のハインツ・ディ

ター・レーゼさんにも心から感謝しております。レーゼさんは字幕に日々変更を加えて下さる

竹本千歳大夫（人形浄瑠璃文楽　大夫）

文化交流使を終えて
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念の入れようでした。またレーゼさんの署名入りで新聞等に今回の公演記事が掲載されました。

私が義太夫節を語っている写真が、想像していたよりもはるかに大きく載った時にはとても驚

き、私はこのような顔で語っているのかと少々恥かしく反省もいたしました。各地の大使館の

方々にも本当にお世話になりました。緊張を強いられる海外で、日本大使館の方々にお目にか

かりますと、大変心強く安心できるものです。この場をお借りしまして篤く御礼申し上げます。

　私共の帰国後、オルフ作曲のオペラ『犠牲』がダルムシュタットで初演されると伺ったのも

嬉しいことでした。『犠牲』は作曲されたものの、現在まで上演されずにいたようです。今年

一月の初演に私は都合で伺えませんでしたが、今後拝聴できる機会を楽しみにしております。

オルフがもし生きていたら「寺子屋の段」に何を感じたのか、また私共の演奏をどのように思っ

たか、おそるおそるですが尋ねてみたい気がいたします。

　過ぎてしまえばあっという間の一か月でしたが、ふりかえれば一日、一日、山あり谷ありで

した。私共のヨーロッパ素浄瑠璃公演が、もしも文化交流の一端を果たせたのでしたら、これ

にすぐる喜びはございません。

ケルン日本文化会館での実演
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■活 動 国：シンガポール

■活動期間：平成 21 年 2 月 1 日〜平成 21 年 4 月 30 日

■活動概要：
　シンガポールの学校公演を主体に、現地滞在者型文化交流使活動を 3 ヶ月間行った。

日本の古楽器である尺八、箏、和太鼓の小編成で、現地の小・中学校、高校、大学等を廻り日

本の音楽の公演・ワークショップを行った。プロジェクター映写設備がある所では、日本各地

の風景、伝統行事の映像をステージ背後のスクリーンに映し出し、四季のない国で暮らす生徒

たちに日本の文化・風俗、風習を見せた。楽器演奏にとどまらず、北海道民謡を唄い、体育館

に集まった 1000 人近くの生徒のなかに割り入って合唱したりもした。

自分は日本からシンガポールに移り住んで 20 余年の間ずっと尺八の演奏活動を続けているが、

音質に拘るがゆえ、音響設備の悪いところでの演奏を避け、なるべくコンサートホールで行う

ようにしてきた。

　学校の体育館や講堂で行う交流使活動は、普段通りには行かず試行錯誤を重ねた。

生徒に尺八を吹かせれば、日本の伝統音楽により興味を持つであろうと考え、シンガポールの

水道管で作った尺八 100 本を用意した。苦心して作った大量の尺八を携え、ワークショップで

多くの生徒たちに試し吹きさせた。

　案の定、初めて尺八を手にした生徒たちはその発音の難しさに驚いた。シンプルな形状では

あるが、尺八はリコーダーにはない複雑な音色を出すことが分かってもらえた。ほんの少しの

体験でも、生徒たちの耳に新鮮な音の記憶として、竹林を通り抜ける風の音が残るに違いない。

必死に尺八を吹いていた生徒の誰かが偶然音を出すと、会場全体が喜びに沸くことが何度も

あった。みな目の色を変えて水道管を吹き鳴らしていた。その様子を取材したいと、日本の新

聞社数社から申し込みがあったが、こちらの学校の方針で、メディアによる取材が叶わなかっ

たのが残念であった。

　自分を含めて、日本の伝統音楽は少なからず格式を重んじる。初めて日本の伝統音楽を聴く

人、西洋的な音楽に馴れ親しんだ人々には、それが壁となって、音楽の核心に触れることなく、

理解されずに終わることもあると思う。今回の試みは既成の概念に拘らず、シンガポールの子

どもたちに何かを伝え、少しでも日本の伝統音楽への興味を引くという点では成果があった

と思う。ちなみに水道管尺八を使って日本のアニメソングを演奏したときは大歓声があがった。

仮にピアノで同じ曲を弾いたとしてもそれほどの反応があっただろうか？　外国人が異文化を

受け入れるというのは思ったほど難しいことではない。今回は水道管尺八が心の反応を促す触

媒になったのだと思う。

今後水道管尺八を海外で普及させようという意図はなく、本活動を円滑に行うためだけに自前

で用意したのだが、多くの学校から水道管尺八を譲ってほしい、長期間貸してほしいという要

望が寄せられた。残念ながら費用の面で要望のすべてに応じるわけには行かなかったが、活動

終了後かなりの本数を学校に無償提供した。

今回の活動では、音響のハンディはあったが、シンガポールの若い世代の多くに、尺八の音色、

陰陽、揺らぎ、間合いなど、西洋音楽にはない日本伝統音楽の音の色彩の妙を披露することが

できたと思う。

上野宏秀山（尺八演奏家）

響け、100本の水道管尺八
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外国では吹禅尺八の宗教的神秘性に盲目的に惹かれることがあるだろうが、飾りのない本音の

美しさを感じとって貰えたと思う。

日本政府の大いなるバックアップによって、我が国古来の伝統文化の数々が海外において公演

されるということは、文化交流の上で本当に喜ばしいことだと思う。それが私ども演じる側の

自己満足に終わらないように、また一過性のものにならないように気をつけなければならない。

寄贈した水道管尺八がシンガポールの学校の教室で高らかに鳴り響くことを期待してやまない。

高校での実演 養護学校での実演
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■活 動 国：タイ、インド

■活動期間：平成 21 年 2 月 1 日〜平成 21 年 4 月 30 日

■活動概要：
　平成 20 年 6 月に文化交流使として任命され、特に平成 21 年のメコン交流年に因み 2 月から

4 月までの 3 ヶ月間にわたり、主にタイ各地の大学と国立博物館などで「禅と茶道—タイの陶

器も含めて」の講演と茶道の実演、並びにワークショップを行って参りました。

　長年タイに在住し、タイ文化を普及する者としてまず目指したことは、茶道を通じた日本文

化とタイ文化、広くは東南アジア文化の融合でした。茶道の歴史、日本の陶器など日本文化の

みを紹介するだけではなく、禅とタイ人の信仰する上座部仏教の類似点、タイや東南アジアの

陶器、籠や布などの伝統工芸品に触れ、それらを日本の茶道具と調和させ、人々に日本の茶道

とタイの伝統文化との一体感が持てる場を提供できる実演に焦点を当てました。幸いタイの多

くの大学と博物館の知人に連絡し、日程調整、内容などを含め、彼等の協力と支援が受けられ

るような態勢作りに励むことができました。

　まず、2 月中は（大学は 3、4 月は休み）大学関係に集中しました。チュラーロンコーン大学

の日本語学科の学生達や他の学科の生徒も大勢参加しました。日本語学科の多くの学生は流暢

な日本語を話し日本のことも学んでおります。しかし、今回の講演では茶道における自分達の

文化との共通点などに興味を持ち、特に禅とタイ人の信仰する上座部仏教などの質疑応答には

活発でした。また、シーナカリンウィロート大学では歴史や政治、社会学などを学び、学生た

ちは日本のことを知りませんでしたが、アンケート調査では多くの学生が日本の伝統文化に興

味を持てたと答えました。「ただお湯を注いでお茶を点てて飲むということなのに、何故か現

実の世界を離れ、心が平穏になったような時間と空間がもてた」というコメントも頂きました。

　3、4 月はタイ全土にある国立博物館に焦点をあて、館長さん達との連絡を緻密に取り、現

地の大勢の方達に出席して頂くようにお願いしました。そして、従来の博物館とは異なる体験

型博物館のサイアム博物館での茶道実演では、折りしも地方から博物館見学に来ていた小学生

が飛び入り参加をしました。初めて見る茶道の実演に目を光らせ、ワークショップではきちん

と正座をしながら自分達で点てたお茶は苦いけれど、残さず全部飲み干した礼儀正しい子供達

には私自身が感動してしまいました。

　昔タイの王朝があったアユタヤはかつて日本人町が栄えたところです。アユタヤ博物館での

講演の際、松浦資料博物館の唐船図巻の暹
せ ん ら せ ん

羅船で運ばれたタイの宋
す ん こ ろ く

胡録の陶器、蘇
す お う

芳、沈
じんこう

香、

鹿
しかがわ

皮などの日本への交易物産にも言及したところ、大変に興味を持たれました。正面席の尼僧

が私の実演を熱心に見つめる気配を感じ、大勢の観客の前にも拘わらず、まるで寺で瞑想して

いるような心地良い仏の世界にいざなわれました。その方がご自分の貴重な仏像のお守りを私

の手に握らせて下さったことは、今でも深く心に焼きついております。

　また、ミャンマーとの国境に隣接した北タイのチェンライは 13 世紀には栄華を誇る都であ

りました。王母殿下（故人）は山岳民族などの援助のためにメーファールアン財団を設立され

ました。そこでは、館長自らのデザインである竜安寺の枯山水を模倣したタイ式石庭を背景に、

北タイ式の吹き抜けの大きな東屋式の会場は、あたかも日タイ合作の美を融合し、静寂さの中

でのお点前であり、またチェンライ在住の著名なタイ陶芸家ソムラック氏の貴重な水
みずさし

指も使わ

せて頂き、文化には国境がないということを実感した至福の一瞬でした。バンコク国立博物館

ブーイ文子（茶道家）

茶道とタイ文化の融合
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ではタイ芸術局局長、博物館長、小町日本大使ご夫妻、日タイ協会会長などのご臨席を頂き、

日本文化に興味を示して下さったことは大変喜ばしいことでした。

　その他、インドのチェンナイを含め、中部タイ、様々な地方の博物館へ沢山の茶道具を抱え

て毎週行脚するのは大変でしたが、いつもそこには 130 名から 180 名ほどの大勢の皆様が待っ

ていてくれました。タイは折りしも政局不安定の中、バンコクで非常事態宣言が発令され、途

中の道路封鎖が懸念されましたが、人々との一期一会が楽しみで、予定したすべての博物館に

足を運びました。互いの文化の交流を通して「和
わけいせいじゃく

敬清寂」の気持ちが生まれ、真の友好が築か

れると思いました。最近の合理主義重視の傾向にある現代社会で、自然の理念と密着した日本

とタイの伝統文化の大切さを改めて感じた、というコメントも頂けました。関係各処への何百

通の手紙やメールのやり取りなどの準備期間などにおける苦労も一切忘れ、沢山の幸せを頂

け、貴重な経験となりました。ご支援を頂いた多くの方々には「感謝」の一言に尽き、今後も

「直
じきしんこれどうじょう

心是道場」で東南アジアの地において、茶道の修行と普及、文化の融合に励んで行きたい

と思います。今後も多くの分野の文化交流使が世界各国で活躍されることをお祈りいたします。

アユタヤ国立博物館内で
お点前を楽しむ参加者達

スコータイ国立博物館での茶道実演
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■活 動 国：パラグアイ、ブラジル

■活動期間：平成 21 年 8 月 1 日〜平成 21 年 10 月 31 日

■活動概要：
　私は、現地滞在者型文化交流使として、平成 21 年 8 月から 10 月までの 3 ヶ月間、パラグア

イとブラジル両国で、日本の民族芸能の普及活動を行ってきました。

　活動を行ったパラグアイ、ブラジル両国は、百年ほど前から、日本人を移民として受け入れ

てきた歴史があり、日本人、また日本文化に対しての関心はとても高い国々です。また、現地

の日系人も 2 世、3 世と世代を重ねてきており、日系人として、他国民に誇れる日本文化を吸

収したいという気持ちを強く持っております。今回、文化交流使として活動できたことで、日

系人をはじめ、現地の方々に、日本の文化を映像や書物ではなく、実演を通して生きた形で伝

えることができたと考えております。また実際に和太鼓に触れてもらい、その民族芸能として

の背景の説明などにより、何倍もの興味を持っていただけたと思います。

　この度行ったアンケートでも、和太鼓に実際に触れたことで、日本文化への興味関心がより

深まったことがうかがえます。特に、年齢が 30 代以上の方々では、和太鼓を叩いてみたいと

いう思いに加え、日本文化のルーツにも興味を持たれた方が多かったように思いました。

　私が行ってきたのは、主に指導活動と公演活動ですが、公演活動では和太鼓などの日本文化

を紹介することで、多くの方々に和太鼓の魅力を伝えることができたと思っています。

　今回の活動の一例ですが、昨年（2009）アマゾン地域は、日本人アマゾン移民 80 周年を迎え、

「文化交流使」としてベレン市、トメアス市の祭典に参加することができました。記念式典で

の公演（実演）や模範演奏、グループの指導活動といった機会を持つことができ、アマゾン地

域にとっては、貴重な機会となりました。

　さらに、祭典に参加された 15､ 000 人余りの方々に、演奏を通して、日本文化の素晴らしさ

を伝えることができました。また、指導活動（体験活動）を受けた方々にとっても、公演を観

ることで、目標とする演奏の姿がイメージできる貴重な経験にもなったようです。このことは、

普段私一人か、もしくはアシスタントと共に行う指導活動では見せることが不可能な完成した

形での和太鼓の姿を見せることができ、受講者に目標を示すことができた良い機会でした。

　文化交流使として活動した 3 ヶ月間、アマゾン地域からサンパウロをはじめ、非常に広範囲

にわたって、公演活動を行うことができました。このように、さまざまな地域で公演を行うに

は、グループとしての移動が不可欠です。この度精力的な公演活動が叶えられたのは、ひとえ

に文化庁のバックアップがあったからこそだと思っています。

　私は、文化交流使として活動したことで、和太鼓を通じて沢山の日系人やブラジル人、パラ

グアイ人の方々に、日本の文化への興味や関心を持っていただけたと思っています。しかし今

後も日本の文化が現地に根付くためには、まだまだ継続的な指導が不可欠だと思われます。こ

の度の私の活動も、指導がそれぞれの地に根付き拡がっていくためには、短期間の取り組みに

終わらないことが望ましいと思います。特に、現地滞在型の文化交流使については、現地での

活動が容易なこともあり、何年間かのスパンで継続されることが、一層強固なものへと繋がっ

ていくと思います。

　加えて、様々な分野での日本芸能の交流使が派遣されることでも、内容が多様に広がり、現

地の方々の日本文化への理解がより深まることと思います。そのためにも文化交流使事業が、

状況に応じた形で、今後も継続的に行われ発展することを強く望みます。

澤崎琢磨（和太鼓奏者）

文化交流使（現地滞在者型）を終えて
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　活動の内容は、下記の表の通りです。

指導活動

公演活動

ベレン市での公演

国名 場所 受講者 期間 回数

パラグアイ イグアス移住地 青年グループ
「鼓太郎」 8/1 ～ 10/31 計 18 回

パラグアイ イグアス移住地 成人グループ
「鼓組」 8/1 ～ 10/31 計 19 回

ブラジル・サンタカタリーナ州 サンジョアキン市 市立ボアバ中学校
市立カイキ小学校

8/2 ～ 4、9/22 ～ 25、
10/19 ～ 20 計 10 回

ブラジル・サンタカタリーナ州 フレイホジェリオ市 同好会「桜太鼓」・
市立小学校

8 / 4 ～ 8 、 9 / 4 ～ 6 、
10/21 ～ 23 計 11 回

ブラジル・サンタカタリーナ州 ジョインビーレ市 同好会 8/8 ～ 9、9/25 ～ 27、
10/24 ～ 25 計 12 回

ブラジル・サンタカタリーナ州 フロリアナポリス市 青年グループ
「島太鼓」 8/1 ～ 2 計 2 回

ブラジル・パラナ州 ベレン市 青年グループ
「鼓ＤＯＮ ] 8/11、9/17 ～ 18 計 3 回

ブラジル・サンパウロ州 イビウナ市 青年グループ
「龍舞太鼓」 10/10 計 1 回

国名 場所 公演名称 期間

パラグアイ イグアス市 イグアス市エキスポアトラクション 8/20 ～ 22
パラグアイ アスンシオン市 全パラグアイ組合連合会アトラクション 8/27
パラグアイ エステ市 国際民族祭アトラクション 8/30
ブラジル・サンタカタリーナ州 フレイホジェリオ市 桜祭りアトラクション 8/5 ～ 6
ブラジル・パラ州 トメアス移住地 日系アマゾン移民 80 周年記念式典公演 9/15、
ブラジル・パラ州 ベレン市 日系アマゾン移民 80 周年記念公演 9/16 ～ 18
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氏　名 プロフィール 派遣国 指名年度
三浦　尚之 音楽プロデューサー 米国 平成 15 年度
渡辺　洋一 和太鼓奏者 米国 平成 15 年度
田中　千世子 映画評論家 ヨルダン、スロバギア、アイスランド、

ハンガリー
平成 15 年度

小山内　美江子 脚本家 カンボジア 平成 15 年度
梅林　茂 作曲家 イタリア 平成 15 年度
国本　武春 浪曲師 米国 平成 15 年度
バロン　吉元 漫画家 スウェーデン 平成 15 年度
三谷　温 ピアニスト クロアチア 平成 15 年度
笑福亭　鶴笑 落語家 タイ、英国 平成 15 年度
小宮　孝泰 俳優 英国 平成 15 年度
平野　啓一郎 作家 フランス 平成 15 年度
四方田　犬彦 映画評論家 イスラエル、セルビア・モンテネグロ 平成 15 年度
北村　昭斎 重要無形文化財「螺鈿」

（各個認定）保持者
ドイツ 平成 16 年度

杉本　洋 日本画家 カナダ 平成 16 年度
宮田　まゆみ 笙演奏家 ギリシャ、イタリア、フランス、ドイツ、

ルクセンブルク
平成 16 年度

橋口　譲二 写真家 ドイツ 平成 16 年度
井上　廣子 造形作家 オーストリア 平成 16 年度
河村　晴久 能楽師 米国 平成 17 年度
村井　健 演劇評論家 ロシア 平成 17 年度
神田　山陽 講談師 イタリア 平成 17 年度
平田　オリザ 劇作家・演出家 カナダ、米国 平成 17 年度
Ikuo　三橋 演出家 フランス、ベルギー、モロッコ、

マダガスカル
平成 17 年度

寺内　直子 神戸大学教授
日本の宮廷音楽・雅楽の研究
及び演奏

米国 平成 18 年度

源田　悦夫 九州大学教授　メディア芸
術・情報デザイン

中国、韓国 平成 18 年度

川井　春香 華道家 スウェーデン、スペイン、イタリア、フラ
ンス

平成 18 年度

勝美　巴湖 日本舞踊家 英国 平成 18 年度
桂　小春團治 落語家 米国 平成 18 年度
豊澤　富助 人形浄瑠璃文楽 英国、ドイツ、スイス、イタリア 平成 18 年度
寺井　栄 能楽師（能楽観世流シテ方） オーストラリア 平成 18 年度
坂手　洋二 劇作家 ･ 演出家 米国、フランス、ドイツ 平成 18 年度
小林　千寿 囲碁棋士 オーストリア、スイス、ドイツ、フランス 平成 18 年度
立松　和平 作家 中国 平成 19 年度
三浦　友馨 華道家 中国 平成 19 年度
名嘉　睦稔 画家 韓国、フランス、スペイン 平成 19 年度
本間　博 将棋棋士 フランス、英国、ドイツ、スペイン、モナコ 平成 19 年度

文化庁文化交流使一覧　（平成22年3月現在）
【海外派遣型】計 58 名 （派遣順）
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氏　名 プロフィール 派遣国 指名年度
中村　享 盆栽作家 カナダ 平成 19 年度
円田　秀樹 囲碁棋士 ブラジル、中南米諸国、アフリカ 平成 19 年度
湯山　東 画家 フランス、チェコ 平成 19 年度
桂　かい枝 落語家 米国 平成 19 年度
橘　右門 寄席文字書家 英国 平成 19 年度
島田　雅彦 作家 米国、韓国 平成 20 年度
千　宗屋 茶道家 米国、フランス、ドイツ、メキシコ、スペイン、

ベルギー、イタリア
平成 20 年度

梅若　猶彦 能楽師（シテ方）、
静岡文化芸術大学教授

フィリピン 平成 20 年度

小林　千寿 囲碁棋士 フランス、オーストリア、ドイツ、英国 平成 20 年度
中川　衛 重要無形文化財 ｢彫金｣

( 各個認定 ) 保持者
米国 平成 20 年度

常磐津　文字兵衛 常磐津三味線奏者、作曲家 韓国 平成 20 年度
福田　千栄子 地歌箏曲演奏家 フィリピン、インドネシア、マレーシア 平成 20 年度
須田　賢司 木工芸作家 ニュージーランド 平成 20 年度
有野　芳人 将棋棋士 中国 平成 21 年度
青木　紳一 囲碁棋士 オランダ , オーストリア , ドイツ , スロバキア 平成 21 年度
喜瀬　慎仁 三線奏者 フィリピン、中国、フランス、ドイツ、英

国
平成 21 年度

鶴賀　若狭掾 重要無形文化財
｢新内節浄瑠璃｣（各個認定）
保持者

英国、アイルランド、オランダ、ベルギー 平成 21 年度

竹本　千歳大夫 人形浄瑠璃文楽　大夫 チェコ、ドイツ、オーストリア 平成 21 年度
蜂谷　宗苾 香道家元後継者 フランス、中国、モナコ、イタリア、

ドイツ、バーレーン、米国、シンガポール、
フィンランド

平成 21 年度

武関　翠篁 竹工芸家 ドイツ 平成 21 年度
伊部　京子 和紙造形家 米国、エジプト 平成 21 年度
久保　修 切り絵画家 米国 平成 21 年度
三橋 貴風 尺八演奏家 韓国、ブラジル 平成 21 年度

氏　名 プロフィール 活動国 指名年度
高岡　美知子 答礼人形研究家 米国 平成 15 年度
松本　直み 舞台照明家 フィリピン 平成 15 年度
ラーシュ・ヴァリエー 詩人 スウェーデン 平成 15 年度
ローチャン　由里子 画家 インド 平成 15 年度
杉　葉子 女優 米国 平成 17 年度
本名　徹次 指揮者 ベトナム 平成 17 年度
大坪　光泉 華道家 中国 平成 18 年度
上野　宏秀山 尺八奏者 シンガポール 平成 20 年度
ブーイ　文子 茶道家 タイ、カンボジア、ラオス 平成 20 年度
澤崎 琢磨 和太鼓奏者 パラグアイ、ブラジル 平成 21 年度

【現地滞在者型】計 10 名 （活動順）
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【来日芸術家型】計 32 組（平成 19 年度終了）

氏名・グループ名 プロフィール 活動場所 指名年度
ソレダッド タンゴクインテット 代々木高等学院 平成 15 年度
ケント・ナガノ ベルリン・ドイツ交響楽団

芸術監督・首席指揮者
品川区立立会小学校 平成 15 年度

ルノー・カプソン ヴァイオリニスト 東山老人ホーム 平成 15 年度
クリスティアン・アルミンク 新日本フィールハーモニー交響

楽団音楽監督
墨田区立両国中学校 平成 15 年度

ディビット・バイヤット ロンドン交響楽団首席ホルン奏者 福岡市立舞鶴中学校 平成 15 年度
イシュトヴァーン・コロシュ オルガニスト 桜美林大学 平成 16 年度
エムパイヤ・ブラス 金管五重奏グループ 神戸市立港島小学校 平成 16 年度
フランソワー・ルルー オーボエ奏者 長崎市立山里小学校 平成 16 年度
カール・ライスター クラリネット奏者 名古屋市立見付小学校 平成 16 年度
デニス・マトヴィエンコ バレエダンサー 品川女子学院高等部 平成 16 年度
オクトバス 4 コントラバス四重奏 東京国際学園 平成 17 年度
アンヘル・コレーラ バレエダンサー 六本木ヒルズ 平成 17 年度
ソレダッド タンゴクインテット 愛知県立明和高等学校 平成 17 年度
10 人のミラクル・トランペッター
/TEN OF THE BEST

トランペット・アンサンブル 秋田県立勝平養護学校 平成 17 年度

ラルス・フォークト ピアニスト 東京都立芝商業高等学校 平成 17 年度
日豪ジャズオーケストラ参加
オーストラリアミュージシャン

ジャズオーケストラ 広島県立尾道北高等学校 平成 17 年度

アドリエル・ゴメス・マンスール アルゼンチン 大分県日出町立日出小学校 平成 18 年度
オクトバス 4 イタリア NPO 楠の木学園（横浜） 平成 18 年度
ジョン・ナカマツ 米国 新潟県立新潟盲学校

新潟県立上越養護学校
平成 18 年度

ペーター・シュミードル オーストリア 北海道立真駒内養護学校 平成 18 年度
エミリー・バイノン オランダ 上甑老人福祉センター 平成 18 年度
ヴォルフガング・シュルツ オーストリア 草津町立草津中学校 平成 18 年度
オーブリー・メロー オーストラリア 東京都立富士高等学校 平成 18 年度

（活動順）

団体名 分野 活動国 指名年度
財団法人日本伝統文化振興財団 狂言 インドネシア 平成 20 年度
舞踊集団菊の会 舞踊（邦舞） ブラジル 平成 20 年度
鬼太鼓座 和太鼓 ブラジル 平成 20 年度
太神楽曲芸協会 太神楽曲芸 カンボジア 平成 20 年度
大歌舞伎

「NINAGAWA 十二夜」
ロンドン公演実行委員会

歌舞伎 英国 平成 20 年度

NPO 法人　和文化交流普及協会 伝統芸能
（獅子舞、津軽三味線、和太鼓等）

ウルグアイ 平成 21 年度

猿楽會 狂言 オーストリア 平成 21 年度
社団法人　落語芸術協会 落語 カンボジア 平成 21 年度
株式会社  オフィス K2

（和太鼓「婢弥鼓」）
和太鼓 ウズベキスタン 平成 21 年度

ミュージック・フロム・ジャパン
推進実行委員会

雅楽 米国 平成 21 年度

【短期指名型】計 10 組 （派遣順）
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氏名・グループ名 プロフィール 活動場所 指名年度
ツェンド・バットチョローン モンゴル 相模原市立若松小学校

板橋区立志村第四小学校
平成 18 年度

フランツ ･ リスト室内管弦楽団 ハンガリー 北海道立帯広養護学校 平成 18 年度
セルゲイ ･ ナカリャコフ トランペット奏者 大分県日田市立桂林小学校 平成 19 年度
ファジル・サイ ピアニスト 渋谷区立小学校 平成 19 年度
イアン・バウスフィールド トロンボーン奏者 札幌市立札幌小学校 平成 19 年度
チェコ少年少女合唱団 合唱 北九州市立穴生中学校 平成 19 年度
アントニー・シピリ ピアニスト 群馬県立西邑楽高等学校 平成 19 年度
イングリット・フリッター ピアニスト 滝乃川学園 平成 19 年度
ニコラ・ルーツェヴィチ チェロ奏者 北海道音更高校

中札内文化創造センター
平成 19 年度







東京国立博物館協力主催

3月9日（火）14:30～18:05
東京国立博物館平成館 大講堂

第7回 文化庁文化交流使活動報告会
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日時 平成
22年




